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は じ め に 

 

 地域振興アドバイザー派遣事業について、平成２１年度は、アドバイザー派遣事業のフ

ォローアップ調査を行い、その総括を行うこととした。 

 地域振興アドバイザー派遣事業は、「地方振興アドバイザー派遣事業」が昭和６３年度に

始まり、平成８年度に「山村第３セクターアドバイザー派遣事業」が、平成１０年度に「中

心市街地活性化アドバイザー派遣事業」がそれぞれ開始された。その後、平成１３年１月

の省庁再編を機に３つの事業が「地域振興アドバイザー派遣事業」とされたものである。 

 平成２０年度までに派遣した地域の数は延べ４５１となった。派遣先の地域も、市町村、

地域、広域事務組合等多岐にわたっている。協力いただいたアドバイザーの方も２００名

を超えている。この２１年間を通して一貫して本事業が成果としてきたのは、地域づくり

へのきっかけづくりと交流ネットワークであった。地域振興アドバイザー事業のねらいと

してきたことは、まさしく外部の見識によって地域のポテンシャルを顕在化させ、地域づ

くりを推進することであり、それが各地へ波及することである。事業に関与した関係者か

ら言えば、派遣事業を受け入れ、アドバイザーと一緒に汗を流すことによって、人と人の

関係が形成されてくるものといえる。 

 平成２１年度は総括として、過去５年間の派遣先を为にしながら３０地区を選定し、現

地調査を行った。派遣の当初と現在とでどのようになっているのかを把握しようとしたも

のである。 

 また、これからは地域が为体的に地域の活性化を模索する時代となってきたといえる。

そうした観点から、アドバイザーのアドバイスを課題別にまとめて整理してみた。アドバ

イザーの視点や観点が把握できると考える。 

 

 本報告書の構成は次のとおりである。 

 第１章では、アドバイザーの位置づけを、第 2 章では地域振興アドバイザー派遣事業の

歴史と 2009 年度調査業務の概要を記した。 

 第３章では、今年度实施した現地調査の結果をとりまとめ、最後に、アドバイザーが寄

与してきたことについて記載した。 

 

 巻末には、資料として次の 3 点を収録した。今後、アドバイザーの招致を考えていると

きに参考いただきたい。 

 

① 課題別のアドバイス 

② アドバイザーの効果的な招致方法 

③ 平成 21 年度地域振興アドバイザー一覧 
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